
新病院長補佐のごあいさつ

　令和４年４月より病院長補佐・病院業務強化担当を拝命いたしました。職務の幅
が広く、大変やりがいのある仕事です。最初に手がけたいのは患者さんの満足度向
上です。現在、徳島大学病院には大変多くの患者さんが受診しております。アンケー
トの結果によると、長い待ち時間があるようです。一昔前は、大学病院受診は一日仕
事と言われる時代もありましたが、令和の今、待ち時間短縮・満足度向上は喫緊の課
題です。県民・国民の皆様に頼られ、愛される、地域密着の大学病院を目指します。
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　本年４月から病院長補佐（医歯連携担当）を拝命いたしました歯科麻酔科の川
人伸次です。歯科領域の麻酔蘇生学・疼痛緩和医療学・救急集中治療医学を
専門とし、最近は難治性疼痛の治療に力を注いでおります。四国で唯一の歯学部
を有する総合大学としてのメリットを最大限に生かし、医科歯科連携を更に強化し、
徳島大学病院として特色のある医療を地域の皆様のご要望に沿って提供したいと
思います。何卒よろしくお願い申し上げます。

　この度、病院長補佐を拝命いたしました近藤武と申します。生まれも育ちも徳島
で、県外の大学卒業後地元金融機関に勤務しておりました。ご縁あって当職に就
かせていただいたことを喜んでおりますが、職場の環境・業務内容がこれまでと違う
ため、皆さまにはご迷惑をおかけすることも多々あると思います。業務を習得し少し
でも早く貢献できるよう邁進してまいりますので、ご指導のほどよろしくお願いいたし
ます。

　令和４年４月１日付けで事務部次長を拝命しました。病院事務部では、患者さん
がスムーズに受診できるための支援や、高度な医療を提供するための環境整備、
医療人の育成や臨床研究等のサポート、行政や地域医療機関との連携を図る業
務などを行っております。少子高齢化や人口減少など、社会を取り巻く環境が劇的
に変化していくなかで、県民の皆様が安心して医療を受けられるよう病院を支えてま
いりますので、よろしくお願いいたします。
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　病院では、血液浄化装置や人工心肺装置、
人工呼吸器など診療に必要不可欠な様々な
医療機器が存在しています。近年、新型コロナ
感染症の重症者治療に使われることでメディア
によって取り上げられたECMO（エクモ：体外
式膜型人工肺）もその一つです。臨床工学技
士の主な仕事はこのような医療機器の保守点
検及び操作を行うことです。医療機器にトラブ
ルが発生すると患者さんの生命に関わる重大
な事故に繋がる恐れもあるため、臨床工学技
士には、医療機器の安全性確保及び有効性
の維持に関する高い専門性が求められます。
　臨床工学技士の業務について、「他の職種
でも同様ですが、医療にミスは許されません。知
らないということも許されません。常に完璧であ
ることが求められます。」と近田さん。また、大学
病院特有のこととして「大学病院は、診療だけ
でなく教育や研究の場としての側面もあり、最
新の医療機器を使うことも多いです。しかし、こ

れも必ず安全を担保しなければならないため、
大変注意深く行う必要があります」ともお話しし
てくれました。
　常にミスは許されないという大きなプレッ
シャーを感じる業務の中でも、近田さんが担当さ
れている救急集中治療室などの重症の患者さ
んの症状が改善し、退院されたり、一般病棟に
移られたりした際はやりがいを感じるとともに、そ
のように退院された患者さんが、数年後に検査
に来られたなどの話を聞くと、とても感慨深いと
のことでした。
　今後取り組みたいことについては、「診療に
ついてはもちろんですが、徳島大学病院の臨床
工学技士には若手がたくさんいますので、彼らを
育てていくことです。仮に彼らがここを離れても、
他の病院から見て徳島大学病院でしっかり学
んでいるんだなと思っていただけるようにしてい
きたい」と語ってくれました。
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現在、開発中の医薬品の候補（治験薬）あるいは医療機器を用いた治験を、以下の病気を対象に実施しています。
参加いただいた患者さんにおけるデータを集め、有効性や安全性を確認して医薬品や医療機器としての「承認」を
得ることが治験の目的ですが、参加いただいた患者さんにとって良い効果をもたらす場合もあります。まずは、よく情報
を得ていただきたいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。

●尿路上皮癌
●腎細胞癌　●肺癌
●筋層浸潤性膀胱癌
●多発性骨髄腫
●潰瘍性大腸炎
●小児2型糖尿病

●転移性去勢抵抗性前立腺癌
●てんかん　●統合失調症
●間質性膀胱炎
●心臓リハビリテーションの
　適応となる心疾患
●ALS（筋萎縮性側索硬化症）

●慢性線維化性間質性肺疾患
●慢性炎症性脱髄性多発神経炎（CIDP）
●慢性流涎症（唾液過多）
●特発性肺線維症
●ALアミロイドーシス
●多巣性運動ニューロパチー（MMN）
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